






も多くの回答 (307名 中 188名 )があった (小川・
岩佐 0李 。今野・大久保 ,2011)。
一方、使用頻度は、1986年 1位、1997年 2位、
2004年 3位、2010年 6位 と徐々に低下 してき
ている (小川 ,2008、 小川ら ,2011)。
これには様々な要因が考えられるが、加藤・
































































































































































して上 (カ ー ドI)か ら下へ (カ ー ドX)と 読
み こんで い くが、 さらに Summary Scoring
Tableの 中で特記すべき特徴がある場合は、それ
らも加えて形式的な解釈としてまとめる。


























































































































































このカー ドは、カー ドIと 同様に、黒色領域













insensitivity)、 濃淡否定 (Shading denial)、 濃




































場合は、カー ドⅣ及びカー ドⅥと比較 して、こ
のカー ドの反応数が多いといった反応速度の異
























































































































































に患者に使っていた手づ くりのカー ドは 40枚
だったという。患者に試 して、この 40枚が 15
枚になり10枚になつたというわけだろう。・・・















ロールシャッハは 15枚 を 10枚 に減 らされた時
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中井久夫 (1997)ロ ールシャッハ・カー ドの美学と流
れ [中井久夫著 アリア ドネからの糸 みすず書
房 pp.309-359.]
小川俊樹 (2008)今 日の投映法をめぐって [小川俊樹
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